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使

わ
・れ
、
一一三
二
化
し
た
零
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式
モ
上
戦
聞
接
は
、
達
力
、
上
昇

力
、
航
続
力
に
お
い
て
非
常

に

優
れ
た
も
の
と
な

っ
た
。
終
戦

後
、
氏
は
住
友
金
属
工
業
株
式

会
社
を
定
年
退
職
、東
北
大
学
・

秋
田
大
学
・岩
手
大
学
で
教
授

を
務
め
、
住
友
金
属
工
業
株
式

会
社
研
究
顧
間
に
就
任
す
る
な

ど
後
進
の
育
成
に
尽
力
し
た
。

な
お
、改
良
さ
れ
た
超
々
ジ
ュ

ラ
ル
ミ
ン
は
、航
空
機
の
機
体
以

外
に
も
鉄
道
車
両
、
自
動

二
輪

車
、自
動
車
の
ア
ル
ミ
ホ
イ
ー
ル

な
ど
の
輸
送
機
器
の
み
な
ら
ず
、

野
球
の
金
属
バ
ッ
ト
や
ス
キ
ー

の
板
、
ス
ト
ッ
ク
な
ど
の
ス
ポ
ー

ツ
用
品
、
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
の
ボ
デ
イ
な
ど
、様
々
な
と
こ

ろ
で
利
用
さ
れ
て
お
り
、現
在
の

我
々
の
生
活
を
鑑
み
た
と
き
に

そ
の
功
績
は
多
大
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
功
績
に
よ
り
勲
二
等
旭
日

中
綬
章
、
本
多
記
念
賞
を
受
賞

し
て
い
る
。
１
９
８
６
年
３
月
没
。
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熊
本
県
出
身
者
ま
た
は
在
住
者

（故
人
を
含
む
）
で
、
教
育
・学
術
。

芸
術

・
宗
教

。
産
業
等
あ
ら
ゆ
る

分
野
で
近
代
文
化
の
発
展
に
貢
献

し
、
そ
の
功
績
が
顕
著
で
あ
る
方

を
熊
本
県
教
育
長
が
顕
彰
す
る
も

の
で
―
昭
和
２３
年
度
か
ら
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

令
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近
代
文

化
功

労

者
と
し
て
超
々
ジ
ュ
ラ
ル
ミ
ン
を

開
発
し
た
五
十
嵐
勇
氏
（
旧
制

玉
中
第
２
回
卒
、
写
真
は
明
治

４２
年
３
月
の
旧
制
玉
中
卒
業
写

真
）
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
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度
熊
本
県
近
代
文
化
功
労

者
功
績
集
」
（熊
本
県
教
育
委
員

会
発
行
）
の
業
績
概
要
を
転
載

し
て
、
五
十
嵐
氏
の
功
績
と
略

歴
を
紹
介
し
ま
す
。

五
十
嵐
博
士
は
、
１
８
９
２

年
１
月
１８
日
に
熊
本
県
玉
名
郡

月
瀬
村
（現
玉
名
市
溝
上
）
の
東

光
明
寺
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ

た
。
１
９
０
９
年
に
熊
本
県
立

玉
名
中
学
校
（
現
玉
名
高
等
学

校
）
を
卒
業
後
、
広
島
高
等
師
範

学
校
（現
広
島
大
学
）
に
進
学
し

た
。
１
９
１
３
年
に
卒
業
し
た

後
、
住
職
を
継
が
ず
に
、
熊
本
県

立
八
代
中
学
校
（
現
八
代
高
等

学
校
）
と
台
湾

の
中
学
校
で
教

鞭
を
執

っ
た
。
そ
の
後
、
大
自
然

の
理
法
を
見
る
目
を
養

い
た

い
と
考

え
て
１
９
１
９
年
に

京
都
帝
国
大
学
に
入
学
し
た
〓

１
９
２
２
年
、
同
大
学
理
学
部

物
理
学
科
を
卒
業
し
、
住
友
合

資
会
社
に
入
社
し
た
。
入
社
後
、

東
北
帝
国
大
学
金
属
材
料
研
究

・所

へ
の
留
学
や
、
鋳
物
用
及
び

鍛
練
用
の
ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
合
金

や
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
合
金
に
関
す

る
研
究
を
行
う
な
ど
様
々
な
合

金
の
研
究
に
取
り
組
ん
だ
。

昭
和
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年

に
海
軍
航
空
廠

か
ら
住
友
金
属
工
業
株
式
会
社

へ
の
開
発
要
請
を
受
け

‘、超
々

ジ

ュ
ラ
ル
ミ
ン
の
開
発
に
着
手

す
る
。軽
く
て
強
い
ア
ル
ミ
ニ
ウ

ム
合
金
に
は
数
ヶ
月
経

つ
と
割

れ
る
「時
期
割
れ
」
と
い
う
弱
点

が
あ
る
。
五
十
嵐
氏
は
時
期
割

れ
の
防
止
に
は
腐
食
の
形
態
を

「局
部
腐
食
」
か
ら
「全
面
腐
食
」

に
す
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
た
。

ま
た
、
割
れ
を
短
時
間
で
起

こ

す
実
験
方
法
を
生
み
出
し
、
そ

の
後
に
様
々
な
物
質
を
加
え
た

合
金
を
作
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て
割
れ
る
か
ど
う

か
試
す
と
い
う
逆
転
の
発
想
で
、

全
面
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添
加
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発
見

し
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ミ
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熊本県近代文化功労者 (玉高関係 )
※熊本県近代文化功労者一覧 (熊本県教委)よ り抜粋。敬称略

回 顕彰年度 顕彰者氏名 卒業回 主な功績

10
昭和32年
(1957)

栗四三金
旧制玉中
第3回

マラソン選手・体育指導者.

20
日召禾日42年
(1967)

田中正行
旧制玉中
第1回

教育者。肥後方言の研究c

43
平成2年

(1990)
笠 智衆 旧制玉中

第16回
映画俳優。純朴・瓢々とした演技に

定評。

50
平成9年

(1997)
川本末雄

旧制玉中
第19回

日本画家。静けさの中に生気を宿し
た画風。

52
平成11年

(1999)
田邊哲夫

旧制玉中

第35回
考古学者・教育者 ,文化財保護行政
の体制整備に尽力t,

56
平成15年

(2003)

坂村真民
旧制玉中

第19回
詩人ら生きる勇気と希望を与える詩

を多数発表 .

植田いつ子
高瀬高女
第32回

服飾デザイナー.戦後の服飾文化発

展に貢献.

58
平成 17年

(2005)
櫻井丸雄

旧制玉中
第31回

音楽家c音楽を通して人つくり、地

域つくりを実践c

68
平成30年
(2018)

海達公子
高瀬高女

第20回
詩人。「清く明るい」詩と評価される。

74
令和6年

(2024)
五十嵐勇

1日制玉中

第2回

軽くて強いアルミニウム合金「超々

ジュラルミン」を開発.各地の大学で教

授をつとめるなど後進の育成に尽力c
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